
ロジスティクス環境会議 

第１４回リバースロジスティクス調査委員会 

 
 

   2005 年 10 月 11 日(火)14:00～17:30 
   ＮＴＴデータ(株) プレゼンテーションスペース「Inforium」 

「カンファレンスB 会議室」 
  
 

次     第 
 
 
１．開 会 
 
 
２．第９回勉強会         １４：００～１５：００ 
  「NTT データにおける環境 IT ソリューションの紹介～テーマ：廃棄物、温暖化～」 
   (株)ＮＴＴデータ 三竹氏 
   
３．第１３回委員会（全体会）   １５：００～１５：２０ 
１） 本日の進め方について 
２）その他 
  

４．分科会            １５：２０～１７：００ 
  
 
５．全体会            １７：００～１７：３０ 
１）全体サマリーと次回予定（全体会） 
２）勉強会と見学会について 
３）その他 

 
 
６．閉 会 

 
 
 
 
【配布資料】 
 資料１－１：活動状況 家電・ＯＡ分科会 
 資料１－２：活動状況 自動車分科会 
 資料１－３：活動状況 食品分科会 
 資料１－４：活動状況 物流分科会 
 参考資料１：２００５年度の委員会活動について 
 参考資料２：第１３回委員会議事録 
  

以 上 

 



２００５年度の委員会活動 

 
１．委員会（全体会） 
 ・委員会全体として検討、確認すべき事項について議案を設定し、議論および合意を図る。 
 
２．分科会（グループ）活動・・・開催頻度１回／月（集合方式、又はｅミーティング方式） 
 ・業種（製品）別に複数グループ編成を行い、リバースロジスティクスの視点から、将来 

のあるべき循環型ビジネスモデルと、その実現課題の抽出と解決策について検討を行う。 
・委員会（全体会）では、各分科会グループより、検討経過（結果）について発表していただく。 
・発表内容については、委員会期日までに各分科会にてまとめ、事前に事務局までメール添付に

てお送りいただく。 
 

３．勉強会 
 ・委員会（全体会）開催の際、委員会メンバーまたは外部から講師を招き、情報交流を行う。 
   ◆第１１回   (株)ＮＴＴデータ  三竹氏 
   ◆第１２回   ホンダロジコム(株) 鈴木氏 
 
４．見学会 

３回程度／年  ※希望者を募って実施 
   ※見学に関わる費用（交通費等）は各自ご負担となります。 

 
   ◆第５回見学先 日 時：11 月 4 日（金）～5 日(土） （４日：見学、５日：個別視察） 

見学先：マテック、環境開発工業（北海道） 
           参加者：１３名（事務局２名含） ※10/7(金)時点 
 
【２００５年度委員会、分科会、勉強会、見学会開催（予定）】 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１．リバースロジスティクス
　　　　　　　　調査委員会

第10回
4/14(木)

第11回
5/27(金)

第12回
7/5(火)

第13回
8/30(火)

第14回
10/11(火)

第15回
11/25(金)

第16回
1/24(火)

第17回
2/24(金)

２．勉強会 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回

３．分科会

１）家電・ＯＡ機器 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

２）自動車 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

３）食品 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

４）物流 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

４．見学会 ※2004年度実施月 ※2004年度月 ※2004年度実施月

2006年2005年

 
※報告書完成  ２００５年１２月（予定） 
※第４回本会議 ２００６年 ３月（予定） 

 
以 上 

 

参考資料１ 

2005.10.11 



リバースロジスティクス調査委員会 
分科会の活動状況 

 
 

 

 
 

 
 

以 上 

１．調査テーマ（品目等） 
・第一次回収拠点から回収集約拠点までの回収物流共同化促進のための推進体制提案 
・提案に必要なデータ収集のための調査活動（実態調査、各社の期待や要望調査など） 
・調査結果の分析と最終報告書への反映 

２．調査テーマ等の検討経緯、課題など 
・静脈物流共同化プラットホーム構築に関するアンケート調査票作成 

調査のお願い、分科会で考える共同化案、アンケート調査票 
（添付資料参照方） 

・ アンケート調査票を、家電・ＯＡ機器の製造や販売・物流を事業とする企業に発送 
ＪＩＬＳ事務局殿の全面的なご支援に感謝します 

・ 回答期限を９月２８日としたが、回収が思わしくなくＪＩＬＳ殿に督促をお願いした 
あらためて１０月１１日を回答期限とした 

・ ９月３０日、日本ユニシス殿本社事務所で分科会開催 
西濃運輸（株）古橋様から秋山様にメンバー交代 
回収できた調査票について坂弥様から調査回答結果の分析 
（ＪＩＬＳ事務局に回答が届いているので、これを追加しての分析をお願いした） 
分科会としての最終報告書目次と分担の検討 
１０月２８日分科会開催に向けての予定検討 
  １０月１１日回答締め切り 
  回収した回答の分析（１０月２６日、坂弥、石渡、横山で検討） 
  １０月２８日の分科会で、分析した結果の議論 

分科会名 家電・ＯＡ機器分科会 



トラック・鉄道・内航船舶等を活用した共同回収物流概念図

回収集約拠点回収集約拠点

再資源化施設再資源化施設

最終処分場

資源購入先

販売店

最終顧客

小売業
動脈との同期化が原則の
為共同化の範囲に含めない

各社リサイクル工場各社リサイクル工場

各社リサイクル工場各社リサイクル工場

各社リサイクル工場各社リサイクル工場

静脈物流共同化検討範囲

・共同物流
・高効率な積載
・環境対応車両
各社の要求に沿った
納品(ミルクラン方式）

・ステータス管理
・リサイクル実績管理
・環境効率管理
情報システムの共同開発･運用

・モーダルシフト促進
・環境対応車両活用
・廃棄包材の再資源

・包装材料共同化
・輸送機材共同化
・資源投入量の削減
共同開発･共同使用を
促進､全体投入量削減

販売店 小売業 販売店 小売業

メーカーＡ（第１次回収拠点） メーカーＢ（第１次回収拠点） メーカーＣ（第１次回収拠点）

各社リサイクル
分解拠点

各社リサイクル
分解拠点各社リサイクル

分解拠点

各社リサイクル
分解拠点各社リサイクル

分解拠点

各社リサイクル
分解拠点

・ミルクランによる訪問回収
・積載効率向上の為の設備車

・各県１カ所、各社の要望に合せた
分別機能を持つ

・販売店による回収
・メーカー直接回収

・参加企業による共同再資源化
全国に8～１０箇所程度

共同巡回回収･納品便

モーダルシフト共同輸送便

企業独自物流ｏｒ委託物流便

収集運搬車両

凡
例

≪上記実現の為の主要課題≫
・モーダルシフトインフラ整備
・リサイクル設計促進
・再資源化率向上
・廃掃法の適用除外/弾力的運用促進

・上記は主にトラックを共同運行して顧客より回収した製品/部品/消耗品等をリサイクル拠点・再資源化施設・

最終処分場などへ輸送する共同物流イメージです。
・各県にこのような体制を構築し輸送ネットワークで有機的に結合します(面をカバーする共同物流体制です）

・目的はマクロな視点で見たときの物流の効率化による環境課題への対応と物流コストのミニマム化の両立です。
・参加企業が取り扱う全ての製品（包装材料なども含む）を対象に考えています。（現在、各企業が行っている
静脈物流の全てを共同化できるプラットホームの構築に繋げていきたいと考えています）

・参加企業の指定する回収場所(倉庫・店舗・営業所など）へミルクラン方式で訪問回収を行います。

・特定の場所（回収集約拠点）に集まった製品は各社の要望にしたがって分別され、指定された拠点（リサイクル
分解拠点/リサイクル工場/再資源化施設など）へ輸送されます。この段階でも最寄拠点を経由し大型車両に

よる共同輸送を実現します。
・また可能な限り鉄道/内航船舶/省エネ車両等の活用を促進しＣＯ2の排出量削減に貢献します。
・検討に当たっては行政・学界などに協力を仰ぎ、廃掃法/独禁法などの弾力的運用を求めると共にコンプライ

アンスを遵守した仕組み作りを目指します。

・上記は主にトラックを共同運行して顧客より回収した製品/部品/消耗品等をリサイクル拠点・再資源化施設・

最終処分場などへ輸送する共同物流イメージです。
・各県にこのような体制を構築し輸送ネットワークで有機的に結合します(面をカバーする共同物流体制です）

・目的はマクロな視点で見たときの物流の効率化による環境課題への対応と物流コストのミニマム化の両立です。
・参加企業が取り扱う全ての製品（包装材料なども含む）を対象に考えています。（現在、各企業が行っている
静脈物流の全てを共同化できるプラットホームの構築に繋げていきたいと考えています）

・参加企業の指定する回収場所(倉庫・店舗・営業所など）へミルクラン方式で訪問回収を行います。

・特定の場所（回収集約拠点）に集まった製品は各社の要望にしたがって分別され、指定された拠点（リサイクル
分解拠点/リサイクル工場/再資源化施設など）へ輸送されます。この段階でも最寄拠点を経由し大型車両に

よる共同輸送を実現します。
・また可能な限り鉄道/内航船舶/省エネ車両等の活用を促進しＣＯ2の排出量削減に貢献します。
・検討に当たっては行政・学界などに協力を仰ぎ、廃掃法/独禁法などの弾力的運用を求めると共にコンプライ

アンスを遵守した仕組み作りを目指します。

（傭車タイプ）

イメージ①

≪傭車タイプの解説≫



再資源化施設再資源化施設

最終処分場

資源購入先

各社リサイクル工場各社リサイクル工場

各社リサイクル
分解拠点

各社リサイクル
分解拠点

宅配を活用した共同回収物流概念図

≪上記実現の為の主要課題≫
・廃掃法の適用除外/弾力的運用促進

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ

電気店 店頭

納品車納品車

コンビニ

BANK

企業

ＳＯＨＯ

一般家庭

受注センター

回収依頼受付
・顧客登録
・回収店検索
・回収指示

携帯電話

モバイルPC
PDA

宅配集荷拠点

回収指示情報

回収依頼
・ＴＥＬ
・ＦＡＸ
・Ｗｅｂ

宅配便訪問・集荷

回収作業実施
回収品目仕分
回収製品仮保管
・取りまとめ輸送

♪

ＡＶコンポ

DVD/HDD
レコーダ

カメラ

ＰＣ

電子レンジ

トナーカートリッジ
インクカートリッジ

小型複写機
小型プリンタ
ＦＡＸ 等

分別・仕分センター

情報ＨＵＢ情報ＨＵＢ
Internet

宅配便輸送

（幹線輸送）

回収製品受付
・総量チェツク

メーカー別分類
開梱チェック
商品コード認識
個別回収伝票に
商品コード転記
回収情報入力回収ＤＢ

＊この分野はイメージ①
と同様

用途別仕分
（各社仕様準拠）

・上記は主に宅配便を活用して企業/ＳＯＨＯ/店舗/一般家庭等から使用済製品の回収を行い、分別/仕分を経て

参加企業の指定する場所（リサイクル拠点・再資源化施設・最終処分場など）へ輸送する共同物流イメージです。
・イメージ①とは異なり点をカバーする共同物流体制です。顧客から分別・仕分センターまで直送体制をとる事により
低コスト・短リードタイムの物流を目指します。

・目的は傭車タイプと同じく、物流の効率化による環境課題への対応と物流コストのミニマム化の両立です。
・参加企業が取り扱う製品の内、宅配に適した形状/質量（最大30ｋｇ程度)の製品を対象に考えています。
・共同の受注センターを運営し回収を希望する個人/企業などから電話/ＦＡＸ/Ｗｅｂなどを利用して回収依頼を受付

ます。受注センターは集荷店を特定して回収指示を行い、宅配便が訪問し集荷回収を行います。
・集荷店では集荷された製品を取りまとめて幹線輸送を活用し分別/仕分センターへ輸送します。この時、小さな
製品は輸送用の折コン等に詰合せる事により輸送の効率化(コストの削減）を実現します。

・分別/仕分センターに集まった製品は各社の要望にしたがって分別され、各企業の要求に沿った作業(開梱チェック
や回収デター入力等)を経て指定された拠点（リサイクル分解拠点/リサイクル工場/再資源化施設など）へ輸送され

ます。
・検討に当たっては行政・学界などに協力を仰ぎ、廃掃法/独禁法などの弾力的運用を求めると共にコンプライアンス

を遵守した仕組み作りを目指します。

（小口混載タイプ）

・上記は主に宅配便を活用して企業/ＳＯＨＯ/店舗/一般家庭等から使用済製品の回収を行い、分別/仕分を経て

参加企業の指定する場所（リサイクル拠点・再資源化施設・最終処分場など）へ輸送する共同物流イメージです。
・イメージ①とは異なり点をカバーする共同物流体制です。顧客から分別・仕分センターまで直送体制をとる事により
低コスト・短リードタイムの物流を目指します。

・目的は傭車タイプと同じく、物流の効率化による環境課題への対応と物流コストのミニマム化の両立です。
・参加企業が取り扱う製品の内、宅配に適した形状/質量（最大30ｋｇ程度)の製品を対象に考えています。
・共同の受注センターを運営し回収を希望する個人/企業などから電話/ＦＡＸ/Ｗｅｂなどを利用して回収依頼を受付

ます。受注センターは集荷店を特定して回収指示を行い、宅配便が訪問し集荷回収を行います。
・集荷店では集荷された製品を取りまとめて幹線輸送を活用し分別/仕分センターへ輸送します。この時、小さな
製品は輸送用の折コン等に詰合せる事により輸送の効率化(コストの削減）を実現します。

・分別/仕分センターに集まった製品は各社の要望にしたがって分別され、各企業の要求に沿った作業(開梱チェック
や回収デター入力等)を経て指定された拠点（リサイクル分解拠点/リサイクル工場/再資源化施設など）へ輸送され

ます。
・検討に当たっては行政・学界などに協力を仰ぎ、廃掃法/独禁法などの弾力的運用を求めると共にコンプライアンス

を遵守した仕組み作りを目指します。

≪小口混載タイプの解説≫

イメージ②

お客様からの一次回収から最終処理場所までの流通を受注センター及び
分別・仕分センター(いずれも全国一箇所）の共同利用により実現



会社名

部課名

役職 お名前 日本ロジスティクスシステム協会 ロジスティクス環境会議
リバースロジスティクス調査委員会（家電ＯＡ機器分科会）

「静脈物流の共同化インフラ構築」に関する調査アンケート

１、まず貴社の物流に関するプロフィールをお知らせください。
１－１：貴社の主たる扱い製品（複数回答可）

□家電 □ＰＣ □周辺機器 □複写機 □プリンター □ＦＡＸ □補修・製造部品 □その他（ ）
１－２：貴社の業態

□メーカー □販売会社 □物流子会社 □その他（ ）
１－３：貴社の回収物流の種類（複数回答可）

□エンドユーザーからの回収 □リース会社からの回収 □ＯＥＭ供給先からの回収 □その他（ ）
１－４：回収した製品の処理方法（複数回答可）

□再資源化（ ％程度） □部品再使用（ ％程度） □リユース（ ％程度） □廃棄（ ％程度）
□その他（ ）（ ％程度）

１－５：他社との共同物流実施状況（動静脈問わず複数回答可）
□共同保管 □共同輸送 □共同配送 □共同リサイクル □その他（ ） □行っていない

□主に動脈物流 □主に静脈物流 □動静脈総合 □その他（ ）
□同業種間 □異業種間 □その他（ ）
□特定地域 □日本国内全国 □海外 対象地域に○印（アジア・北米・南米・欧州・他 ）

１－６：回収のルート構造
□エンドユーザーから最終拠点へ直送 □一次回収拠点から最終拠点へ直送
□二次（三次）回収拠点へ集約した後最終拠点へ輸送 □その他（ ）

２、私たちは社会インフラとして業種・業態を超えた静脈物流の共同プラットホーム構築の必要性を感じておりますが
静脈物流の方向性として貴社はこの主旨にご賛同いただけますか。

□来るべき資源循環型社会実現のためには必要 □制度・税制などの支援があれば現状の企業物流が良い
□共通項の多い同業種間で進めるほうが良い □共同化は差別化が出来なくなるので不要である
□その他（ ）

３、説明資料に記した『傭車タイプ』の共同物流イメージについてお伺いします。
３－１：このような方向性の共同物流体制構築に賛同されますか。

□賛同する □賛同しない（理由： ）
３－２：貴社の取り扱い製品で傭車タイプイメージの共同物流に適合できそうな製品はありますか。

□ある □ない
３－３：あるとお答えの方にお伺いします。それは主にどのような製品ですか。

対象のカテゴリー □製品 □部品 □消耗品 □その他（ ）
対象の平均的サイズ（ＤＷＨの合計サイズ） □１００ｃｍ以下 □１５０ｃｍ以下 □２００ｃｍ以下 □左記以上
対象の平均的質量 □４０ｋｇ以下 □８０ｋｇ以下 □１２０ｋｇ以下 □２００ｋｇ以下 □左記以上

３－４：上記に挙げられた製品の静脈物流上の課題としてどのようなものがありますか
□荷量がまとまらない □回収タイミングがばらばら □製品納入時に同時に回収できない
□回収コストが高い □回収時に破損が多い □専門的知識が必要 □他（ )

４、説明資料に記した『小口混載タイプ』の共同物流イメージについてお伺いします。
４－１：このような方向性の共同物流体制構築に賛同されますか。

□賛同する □賛同しない（理由： ）
４－２：貴社の取り扱い製品で小口混載タイプイメージの共同物流に適合できそうな製品はありますか。

□ある □ない
４－３：あるとお答えの方にお伺いします。それは主にどのような製品ですか。

対象のカテゴリー □製品 □部品 □消耗品 □その他（ ）
対象の平均的サイズ（ＤＷＨの合計サイズ） □８０ｃｍ以下 □１００ｃｍ以下 □１５０ｃｍ以下 □左記以上
対象の平均的質量 □２０ｋｇ以下 □３０ｋｇ以下 □左記以上

４－４：上記に挙げられた製品の静脈物流上の課題としてどのようなものがありますか
□荷量がまとまらない □回収タイミングがばらばら □製品納入時に同時に回収できない
□回収コストが高い □回収時に破損が多い □専門的知識が必要 □他（ )



５、仮に共同物流システムに参加される場合、狙い（あるいは目的）としてどのようなものを想定されますか。（複数回答可）
□物流サービス品質の向上 □物流コストの削減 □在庫の低減 □ＣＯ2削減など環境対応

□ＣＳＲ活動の充実 □その他（ ）

６、共同物流システムに参加の可能性についてお聞かせください。
□積極的に参加を検討したい □条件が合えば参加の可能性あり □現状では参加の可能性は低い

７、上記で参加を検討するとお答えの方、ご希望の業務範囲をより具体的にお答えください。
例：カートリッジのエンドユーザーからの回収と回収情報の入力、仕分け作業、輸送を低コストでやりたい。

８、上記で条件が合えばとお答えの方、条件にはどのような項目がありますか。
□現行の仕組みよりもコストが安い事 □環境負荷が小さいこと □サービスレベルが維持出来る事
□リードタイムが維持出来る事 □その他具体的に（ )

９、上記で可能性は低いとお答えの方、差し支えなければその理由をお聞かせください

１０、今後、具体的に共同物流システムの検討を進めたいと考えておりますが、貴社の希望をお聞かせください。
□検討プロジェクトに当社から代表を派遣し意向が反映できるようにしたい。
□検討は外部の知見を持っている方々にお願いし、検討過程について情報共有をお願いしたい。
□枠組みの詳細が決定したら情報をいただき、内容を社内で検討したい。
□その他（ ）

１１、共同化を検討するにあたってどのような体制（組織・構成・運営）が望ましいでしょうか。
１１－１：組織について

□参加企業を募り企業中心のプロジェクトを設立 □コンサルタント企業に立案を一任（企業は要件を提示）
□企業とコンサルタントの混合プロジェクトを設立 □その他（ ）

１１－２：構成について必要と思われるもの(複数回答可）

□企業から派遣されたメンバー □学識経験者の参加 □業界団体・コンサルタントなど第三者機関の参加
□行政の関与 □その他（ ）

１１－３：運営について
□幹事企業数社による運営 □業界団体による運営 □民間第三者（コンサルタント企業など）による運営
□学識経験者による運営 □その他（ ）

１２、最後に共同物流化検討に際して留意すべきこと、将来的に目指すべき姿など、お気づきの点があれば何でも自由に
ご記入ください。

＊ お忙しい中、ご協力ありがとうございました。ご記入いただきました情報は本委員会の目的のみに活用させていただき
個別の企業名等は一切公開いたしません。



リバースロジスティクス調査委員会 
分科会の活動状況 

 

 
以 上 

１．調査テーマ（品目等） 
（１）リサイクル自動車部品（中古部品） 
（２）廃タイヤ 

２．調査テーマ等の検討経緯、課題など 
（１）リサイクル自動車部品 
  ①自動車部品流通研究所ヒアリング実施 

・利用活性化の施策の検討は、需要喚起策を含め過去に検討されて蓄積がある 
・昨年度の自動車分科会報告書の提案内容には先進性や独創性に乏しい面はあるもの

の、今まで分科会としてまとめてきた内容は基本的に間違っていない。 
  ②今後の進め方 

リユース部品の認知度を向上させる等の需要喚起策に絞って考察を進める、詳細はメン

バーにて検討中。 
・過去の検討成果をおさらいし、見落しや先送りとされていた点がないか洗いなおす 
・これまでの調査結果をもとに指導的立場にある業界団体等との意見交換の場を持ち、

具体的な提案へと結びつける（日程は調製中）。 
（２）廃タイヤ 

①ブリジストン（株）殿への２回目のヒアリング（意見交換）実施 
・欧米と日本での自動車事情の違いが更生タイヤの普及に影響、廃タイヤ輸出は行政の

意向で縮小方向である等、日本でのリサイクル推進の障害要因が新たに判明。  
・一方国内では運輸業者での更生タイヤの使用拡大や自動車メーカーでの IC チップ入

りタイヤの導入等、一部でリサイクルの推進の動きが見られるようになってきた。 
②今後の進め方 

これまでの調査で当分科会として想定してきた施策の方向性は問題無いことが判って

きた。調査活動はこれで一旦終了し全体をサマリし関係者と意見交換した後に最終的提

案としてまとめる予定 
・調査結果全体まとめ         １０月中旬迄 
・関係者（民）とのディスカッション  １１月末迄 
・最終まとめ             １２月末迄 

分科会名 自動車分科会 

２００５．１０．１１ 



リバースロジスティクス調査委員会 
分科会の活動状況 

 
 

 

 
以上 

１．調査テーマ（品目等） 
食品分科会として、方向性の再確認を行なうため下記の対応をとりました。 
①返品物流の共同プラットホームの提案のため再度根拠となるニーズの調査を行う。 
その他食品廃棄物に関しても同時にニーズがあるか拡大して調査を行う。 

②上記①の実態を再度確認するためアンケート調査票を作成し 
分科会メンバーの会社でパイロット調査をおこなった。 

③食品再生利用例を業種別に調査し、最先端食品事例集を作成する。 
④臨時分科会会議をおこない、パイロット調査の結果にもとづき今後の取組に関して 
 取組内容の決定と役割分担、スケジュールを確定しました。 

２．調査テーマ等の検討経緯、課題など 
★目標テーマの再確認 
 別紙課題確認の臨時会議を実施 
① メーカ・卸の廃棄物実態のアンケート調査を行う 
② コンビニエンスストアーの廃棄弁当の共同回収プラットホームの提案 

関東エリアをサンプルに共同回収と単独回収でのシュミレーションを 
おこなう。 

③ 業種別再生利用の最先端の事例調査 
④ 課題の抽出と解決策の検討 

 ★２００４年度取組課題の深堀 
  返品物流の共同回収プラットホームの事業化モデルの構築を通じて 

現状の処理技術の調査と課題を浮き彫りにしていく 
① 関東圏における加工食品返品実態調査 
② 再生処理施設の実態調査 
③ 再生処理施設の能力の確認による、共同プラットホームの仕様・機能検討 
④ 事業化の投資効果推定による評価 

★ スケジュール化 

分科会名 食品分科会 



９月２日食品分科会会議　確認事項

概要 ２００４年度提案加工商品返品共同回収機構

対象 共同回収プラットホーム 処分施設

卸 加工返品商材 バイオマス
償却

①加工食品の返品商材 ②施設機能の素案が必要 ③処理方法の提案
の回収ニーズはあるか 　　・施設・システム等 　

課題 2005年食品分科会の提案作成

1 加工商材に絞ったニーズの把握 対象商品の拡大
アンケートの実施 　共同回収ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑの機能展開

ｱ)アンケート内容の確認 　対象商材の拡大
ｲ)調査対象への送達 　コンビニ弁当・廃油
ｳ)スケジュール調整 　都市ビルの食品残渣

2 施設機能の設計
ｱ)施設業務内容案作成
ｲ)対象廃棄物の決定
ｳ)対象物量の把握
ｴ)回収システム案にそった必須事項の確認
ｵ)法的課題の抽出
ｶ)コスト資産

3 処理方法の提案
ｱ)既存処理方法の調査 事例集作成をあわせて実施
ｲ)既存最終処分施設のＭａｐ 　フォーマットの確認
ｳ)既存施設での受入要件の確認 　分担の確認
ｴ)処理費用の調査
ｵ)法的課題の抽出

本日の調整事項

本日、課題Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに関して、内容の確認と決定。
あわせて、役割分担とスケジュール確認を行ないます。

　　　　　　④法的課題

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ



2005年9月2日食品分科会ミーティングの報告

日時 2005/9/2（金）　15：00から18：00
場所 日通本社

★ 議題Ａに関して 近日中に室賀さんより、アンケート文案と全体スケジュール案をお送りいたします。

★ 議題Ｂ・Ｃに関して コンビニ弁当に関して、一社の回収より共同回収をおこなえればコスト的にも
効果が考えられる。そこで千葉県、神奈川県にしぼり配送シュミレーションを
行い仮説提案をおこなう。
千葉県、神奈川県を選択した理由は最終処分の方法によっての差異を検証
廃棄量は10Ｋｇ/1日で試算　　→試算に関しては日立物流の軽部さんが中心に行います。
最終処分施設の調査はイーコスの南出さんが行なっていただけます。

コンビニ弁当の共同回収案については、下記の回収案がでました。

1 現行と課題

一般的、コンビニエンスストアーの廃棄処理おおきく、
①雑誌等紙類②店頭回収のペット類③缶類④一般ゴミ⑤賞味期限切れ廃棄食品類⑥油類と考えられる
処理方法としては、事業系一般廃棄物としての焼却処分、廃油・ペット・缶等のリサイクル回収・雑誌等のリサイクルで
処理されている。但し、各社エリアによっては廃棄弁当等の処理をリサイクルが行なっている。
コスト的には月定額の低コストで一括回収した場合、事業系一般ゴミとして焼却等の処理が行なわれている。

各社でのリサイクルの取組は進んでいるが、この回収ルートを共同回収でおこなえば、回収コストの低減が見込まれる。
また、油等の回収と合わせておこなえば、より一層の効率改善が見込まれるのではないか。

2 共同回収案
Ａ）各社コンビニ会社が自社の配送便で回収したものを共同リサイクル推進センターが回収

各コンビニ店 コンビニセンター 共同センター 処理施設

① 配送時の戻り便でセンターまで回収し、処理施設へ配送する
② 各センターから回収
③ 回収商品を仕分けをおこない適正な処理施設へ配送

※飼料として回収する場合低温車両の回収が必要

あくまで弁当等、飼料となる商材に限り実施を行なう場合

メリット
　戻り便の使用のため、回収ｺｽﾄが抑えられる。
　センターで仕分け作業を行なうため比較的、品質の高い仕分けが可能
　
　容器は容器で適正なリサイクルルートで処理が可能

デメリット
　従来の一括回収よりコスト増となる。

油に関しては、現行のリサイクル状況を
確認し、燃料としての活用の拡大ができ
ないか検討してもいいかもしれない

コンビニの廃棄実態は環境報告書等からの調査
以外に聞き取りは必要ないか？？？

弁当工場の廃棄物処理の確認
を行い、同時に回収を行なうこ
とも可能ではないか



Ｂ）共同リサイクル推進センターより直接回収を行なう。

① リサイクル推進センターより、各エリア内のコンビニに回収便を回す。
② 回収商品を仕分けをおこない適正な処理施設へ配送

Ｃ）回収後直接処理施設へ搬入をおこなう。

① リサイクル推進センターより、各エリア内のコンビニに回収便を回す。
② 回収商品を仕分けをおこなわず適正な処理施設へ配送

加工商品の返品回収も共同で利用できる。

●現在手持ちの資料でコンビニ各社の取組をまとめる。
●必要に応じてコンビニ各社へ聞き取り調査を行う。

★ 議題Ｄ　に関して

一部、フォーマットを変更して麦田さんから各自に連絡させていただきます。
9月末までに一人当たり3件のまとめをお願いいたします。

リサイクル用途を飼料とした場合、低
温車両で回収することになりコスト的
な課題が大きくなる。

Ｂ）Ｃ）案はリサイクル処理がバイ
オマス等で仕分けや温度管理が
不要な場合に効果的と考える。
回収コストは低く抑えられる。加
工食品の返品回収モデル提案
でも可能
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食品グループ リサイクル先進事例 担当業種の希望集約一覧 
製造業 流通サービス（小売） 外食産業    業種 

 

担当者 

加工食

品 

酒 類 医薬品

他 

コンビ

ニ 

スーパ

ー 

その他 ホテル

等 

ファミ

レス 

ﾌｧｰｽﾄﾌ

ｰﾄﾞ 

居酒屋

ﾁｪｰﾝ 

今枝 委員           
島崎 委員            
折原 委員           
南出 委員           
泉  委員           
高田 委員           
室賀 委員           
藤井 委員           
軽部 委員           
麦田 委員           

担当者割当数 ４ ３ ２ ２ ２ １ ２ １ １ ２ 

 
 



【リサイクル先進事例】                          【分類 ：          】 
事業者名  

事業者の業

種等の特徴 

 

リサイクル

対象品目 

 

リサイクル方

法 

 

分別方法  

 

 

回収（物流）

や事業の特

徴 

 

 

 

 

 

 

 

事業（回収

フロー）の

概要と枠組  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課題  

 

参考文献  



 
食品分科会 今後のスケジュール（案） 

17 年    18 年 
項目 

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月以降 
Ａ．加工食品の返品に絞ったニーズ

の把握 
     

ｱ)アンケート内容の確認      
ｲ)アンケート実施      
ｳ)とりまとめ      

Ｂ．対象商品の拡大（コンビニ弁当に
よるシミュレーション） 

     

ｱ)シミュレーション条件の設定      
ｲ)シミュレーションの実施      

Ｃ．共同プラットフォームの提案      
ｱ)施設機能の設計      
ｲ)処理方法の提案      

Ｄ．事例集作成施      
ｱ)事例の抽出      
ｲ)事例整理・報告資料作成      

食品分科会報告書作成     

委員会●  分科会◇ 
 ● 

11    
◇      ● 
上旬     25 

◇ 
中旬 

  ● 
  24 

委員会での検討内容・報告内容 

 ●委員会 
〇報告内容 
・ニーズ整理（アンケー
ト結果） 

・事例集の提示 
〇検討内容 
・シミュレーション条件
のすりあわせ 

・プラットフォームの機
能検討 

◇分科会 
〇報告内容 
・シミュレーション結果
〇検討内容 
・プラットフォーム案 
●委員会 
〇報告内容 
・シミュレーション結果
・プラットフォーム案 
〇検討内容 
・報告書の構成・内容 

◇分科会 
〇検討内容 
・報告書の内容 
 
 
⇒修正して報告書完
成 

 

 



リバースロジスティクス調査委員会 
分科会の活動状況 

 

 
 

 

以 上 

１．調査テーマ（品目等） 
（１） 木パレットのリユース・リサイクル 

  （２） 宅配ダンボールのリユース 
 

２．調査テーマ等の検討経緯、課題など 
（１）木パレットのリユース・リサイクル 

  木パレットのリユースとリサイクルを一括で行っているグループをヒアリング。 

  ① 廃棄・不要パレットを木パレットメーカーに持ち込み。 

  ② 修理可能と廃棄に分ける。 

     廃棄パレットは、木チップ化し、ボード・燃料としてリサイクル。 

     修理可能品は、修理して顧客に返却。 

  ●テスト的に実施した段階である。 

  ●各都府県を網羅するネットワークを構築すれば、可能性が高いと考える。 

  ●修理ランクを設定することで、排出企業も活用しやすい。 

   例：修理費が1000円以下のみ修理し、それ以上を要す場合はリサイクルへ。 

     修理の設定は、依頼企業が随時設定する。 

（２）新規購入時に、メーカーに下取させる。既に事例があり大阪府も公認。 

（３）千葉市にて、2006年秋にバイオマス発電所が稼動見通し。 

   １日500トンの木燃料チップを使用する見通し。 

 

（４）宅配ダンボールのリユース 
   
        ― 添付図参照 － 

分科会名 物流分科会 
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